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認知症研修会 開催結果 

～認知症ケアに関わる取り組みについて学ぼう～ 

 

・日 時 令和７年２月４日（火）１８：００～１９：３０ 

・場 所 ハイブリッド開催（市立病院２階会議室及びＺＯＯＭ） 

・参加者 ５１名 （医師１名、歯科医師１名、薬剤師１名、看護師１７名、 

認知症認定看護師１名、保健師８名、介護支援専門員５名、介護職３名、 

ヘルパー２名、社会福祉士２名、ＭＳＷ１名、主任生活相談員１名、 

施設管理者４名、行政職４名） 

・目 的 認知症ケアに関わる取り組みについて医師や専門職から学び、認知症ケアに関わる関係者

が日頃の困難事例への対応について広く情報共有し検討する機会とする 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

齋藤小部会長挨拶 

・今回は市立病院会議室とＺＯＯＭのハイブリッ

ド開催としました。 

・参加者は５１名と会議室の定員６０人に近くな

りましたが、ＺＯＯＭ参加もあり会場には余裕が

ありました。 

・研修内容は、 

（１）代田医師による講演 

（２）質疑応答 

（３）認知症に関わる困難事例意見交換会 

（４）全体共有 

（５）アンケート記入 

という流れで行われ、全体で１時間３０分となりま

した。 

続々と受け付けに参加者

が到着します 

市立病院会議室での研修は久し

ぶりの開催となりました 

開会挨拶と司会進行の福

島在宅生活支援小部会長 
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〇参加者アンケートから 

・抱えているケースの HP関係者と事例を共有できた  ・具体的な対応方法を聞けて参考になった 

・専門医からの講話が聞けて良かった 

・皆共通する課題を持っており、解決案はなくても情報の共有や業務に活かされる話し合いができた 

質疑応答では、病院を嫌がる患者をどう診察

に繋げると良いかや、運転をやめさせたいが

どう伝えたらいいかわからない、どの程度ま

で運転させていいものかという相談があった

場合、医師は家族や本人にどのように説明さ

れているのか。何か良い方法はあるか、など

の質問があり、代田医師からそれぞれ適切な

回答がありました。 

代田医師からは、認知症に関する医学的見地からの

判断基準や、主だった疾患、対策などについて説明が

あり、 

・認知症の定義、せん妄を火に例えた場合の３つの因

子の説明、認知症高齢者は２０１２年で４６２万

人だったものが２０２５年には７００万人に増加

するという推計がある 

・また、よく知られているアルツハイマー型認知症以

外にも血管性認知症、レビー小体型認知症、前頭側

頭型認知症などたくさんの疾患があり、薬による

治療だけでなく環境調整などの適切なケアが必要 

・包括的ケアや多職種連携による本人の意思をくみ

とることや細やかな治療・ケア戦略をとる必要が

ある 

・アルツハイマー型認知症のケアのポイントは失敗

を否定したり指摘したりしない・簡単な言葉で複

数を同時に言わない・カレンダーなどを目立つと

ころにおき一緒に印をつける、できることは継続

し励ます等 

・レビー小体型認知症はアルツハイマー型認知症と

比べケアが難しく症状が介護力を上回ることが比

較的に早期に訪れる 

 

など専門的知見から講話をしていただきました。 

専門家の立場から講演を

いただいた代田医師 

認定看護師が場内をラウ

ンドします 

グループワークの内容を

全体共有します 
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令和６年度 北空知地域入退院支援研修会開催結果・評価 

項  目 内                                容 

１ 日 時 令和６年９月２６日（木）１８：００～１９：３０ 

２ 内 容 （１）講 演 

テーマ 「チームで支える在宅ケア～みんなが一歩前へ！」 

講 師 北海道総合ケア事業団稚内訪問看護ステーション古川典子所長（訪問看護認定看護師） 

（２）実践報告 

①精神障がいを持つ方の訪問看護事例 

報告者：訪問看護ステーションいしずえ深川 疋田 健 所長 

②人工呼吸器を装着しながら在宅療養を続ける（ＡＬＳ）患者 

報告者：保健所保健師および訪問看護師 

（３）意見交換・質疑応答 

３ 出席

者 

看護師４３名、准看護師２名、助産師２名、保健師２０名、保健師学生２名、薬剤師３名、理学療法

士１名、介護支援専門員１２名、介護福祉士・介護員１名、社会福祉士８名、管理栄養士１名、公認

心理師、臨床心理士１名、ホームヘルパー２名、事務職１名、不明５名 

合計１０３名（当日欠席１名） 

４ 結 果 １ 経過等 

・稚内は、北空知管内と同じく、基幹病院が稚内市立病院１つであり、社会資源も多くないことか

ら、同様の悩みや困難さがあると感じているのではと考えて依頼した 

・訪問看護の役割、できることを知ってもらうこと、在宅での生活支援を学ぶこと、連携において

必要なことを考えることを目的とした 

・103名の申込があり、うち保健師を含む看護職が 6割、その他地域の医療保健福祉職に多く参加し

ていただいた 

２ 講演 

・講演では、がん末期や認知症の事例から、最後まで自宅で過ごしたいという気持ちに寄り添う意

思決定支援についての話があった。 

・その中で、今の意思決定が、のちに変わってもよいこと、話していく中で意思決定のための整理

をする伴走者であることが印象に残った。 

・連携については、体験談を含め、利用者のためにという共通認識を持ちながら、お互いに気持ち

よい連携ができるよう心がけているとの話があった。 

 

２ 実践報告 

・訪問看護ステーションいしずえ深川疋田所長から、利用者さんから内服の拒否言動があった場合、

つい支援者は「薬は飲まなきゃダメです」「先生の指示ですから飲んでください」と言ってしまい

がちだが、本人の辛さを共感的に受け止めて、利用者さんの思いに寄り添う支援について報告が

あった。 

・保健所宮下保健師から、人工呼吸器を装着して在宅療養された方は今まで管内になく、今ある資

源で本人と妻の意向を叶えることは当初は難しいと思っていたが、各機関の支援者が諦めること

なく、関係機関の連携と、本人・家族の意向を丁寧に聴きとり、療養環境を調整していった経過

の報告がありました。また、難病の進行に伴う家族の介護力、吸引や夜間訪問可能なヘルパー等、

医療的ケアを担える在宅療養を支える資源不足の課題などの報告があった。 
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４ アンケート 

・アンケート回答者３６名／１０３名。回収率３５．０％。 

・（１）職種、（２）経験年数、（３）現在の職位、（４）講演は理解できたか、（５）その理由、（６）

実践報告１の感想、（７）実践報告２の感想、（８）意思決定支援で印象に残ったこと、参考にし

たいこと、（９）研修会を通して学んだこと、（１０）研修会の時間どうだったか、（１１）研修会

全体の感想、（１２）ケアカフェの認知度、（１３）ケアカフェの参加経験、（１４）ケアカフェに

参加できるか、（１５）今後の研修会開催方法希望、（１６）希望する研修会テーマ、（１７）その

他意見・感想 の欄を設けた 

 

全体をとおして、参加者は講演内容や事例報告を通じて、意思決定支援に携わる職種として共感

をもって理解を深めたことが伺えた。支援する側が良かれと思うのではなく本人家族の意向を踏

まえた支援を行うことが重要であることを再認識したなどの回答が多く、研修の効果が高かった

と思われる 

 

５ 評価 

達成度 

について 

 

企 

 

画 

【目 的】 

北空知地域の地域医療関係者と地域支援関係者が連携して、入退院支援を進めていく関係を

築く 

【目 標】 

１．支援関係者が、本人や家族の思いに添った支援ができるようになる 

２．医療関係者と地域支援関係者が、情報を共有し同じ目標で支援ができるようになる 

○→達成・

良かった 

 

△→ほぼ

達成・ 

まあまあ

良かった

が課題あ

り 

 

×→達成

できてい

ない・良く

なかった 

 ○ 地域の入退院支援の課題に即した企画だったか →  「○」           

様々なケースが用意され、地域にも色々なケースがおり、様々な職種が色々考えるきっかけ

になりよかった。 

本人や家族の思いに添った支援が目標なので、内容的にも｢思い｣を汲み取った支援展開だっ

たので北空知看護研修会との合同開催だったが入退院支援研修会としての目標と合致して

いた。 

 

 ○ 周知方法はどうだったか →「△」                       

北空知看護研修会からの案内を受け、北空知地域医療介護確保推進協議会としての案内を関

係事業所へ（１０７か所）行った。 

参加者に介護支援専門員の参加が少なかったので、小部会としての周知がもう少し必要だっ

た。 

 ○ 開催状況はどうだったか →「○」                       

１０３名の参加があり、北空知管内で９８名、管外からも６名の参加が有った。 

 

プ

ロ

セ

ス 

○ 小部会の打合せ・準備状況 →「○」                      

北空知看護研修会と合同開催であったため、小部会としての協議は 1回のみだった。 

○ 小部会のメンバーそれぞれが役割を遂行できたか →「△」              

上記のとおり北空知看護研修会が企画・運営を担っていただいたため、小部会としての役割

はほぼなかった。 

○ ねらった参加者の参加、職種 → 「○」                    

・参加人数１０３名で医療と介護の連携のそれぞれ要となる職種が大半を占めている。 

① 看護職４１．７％、②ケアマネジャー１１．７％、③保健師１９．４％。 

結

果 

○参加者数、職種→「○」                       

３ 出席者に記載のとおり 
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○ 参加者の満足度 →「○」                             

・アンケート結果からも意思決定支援への理解が深まったこと、本人・家族の希望と思いに

寄り添うことが大切であることや、精神障がいを持つ利用者の意思の尊重、難病患者に対す

るチーム連携事例からの学びなどが感想として寄せられた。 

参加者は意思決定支援の必要性を理解してもらったと思われる。 

○支援関係者が、本人や家族の思いに添った支援できるよう検討できたか → 「○」 

難病患者をチームとして支援していくといった内容があり、本人の思いをみんなで共有し、

支援していく大切さを検討できる機会になったと思う。 

○ 医療・地域支援関係者が情報を共有し同じ目標で支援できるよう検討できたか 

→「○」 

上記記載におなじ 

○調整ルール（様式３）から得られた情報は適切だったか。過不足はなかったか→ 「△」 

メインは意思決定支援だったので、調整ルールとは離れた内容だった。 

 

ま

と

め 

・北空知看護研修会と合同開催としたが、意思決定支援などの課題について入退院支援研修

会としての目標とも合致しており、「支援関係者が、本人や家族の思いに添った支援ができ

るようになる」という目標にも合致していたことから有意義な研修会となった。 

・参加人数が直近の研修会より多く確保できたが、介護支援専門員の参加が少なく医療介護

連携事業としては更に周知が必要だった。 

・アンケート結果から、研修会参加者が意思決定支援するにあたり、｢どのようなことを意

識しているか｣｢どんなことが難しいと感じるか｣という設問があっても良かったのではない

か。こうした設問により調整ルールの必要性がより鮮明になるのではないか。 

・今後の研修会については、近年参加者が減少してきている背景として、地域課題や現場職

員の困っていることと、研修会の開催目的に乖離が生じてきていると推測されることから、

アンケートを実施しその結果から課題整理をした上で開催検討していく。 
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 地域包括ケアに携わる多職種合同研修会 

～ 「顔の見える関係」から「多職種協働」、そして「チーム北空知」へ ～ 

「第１回ケア・カフェきたそらち 

開催報告 
 

・日  時 ６年１０月１０日（水）１８：００～１９：０３ 

・開催方法 オンライン（ＺＯＯＭ） 

・主  催 北空知地域医療介護確保推進協議会 

・参加者 ４８名（事前申込者４９名 欠席１名） 

（市町別：深川市３２名、妹背牛町３名、秩父別町０名、北竜町８名、沼田町４名、滝川市１名） 

（職種別：医師１名、薬剤師１名、看護職１６名、保健師８名、介護支援専門員３名、介護福祉士４名、

社会福祉士３名、ソーシャルワーカー１、相談員２名、管理者２名、管理栄養士１名、リハビリ

職２名、事務職３名、その他１名） 

 

・目 的 北空知における地域包括ケアシステムの構築を目指して、地域の保健・医療・介護・福祉の関係機

関・施設・事業所等において、患者や利用者、地域住民の支援に携わる多職種の関係職員が一堂に

会することが困難な状況にあっても、互いの役割を確認・共有し、切れ目のない支援・サービスが

提供される多職種連携の関係作りを構築する。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

総合司会は多職種合同研修企画小

部会三井委員（保健所）です。 

いつもの感じでスタート

です 
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○令和６年度第１回研修会は、９月２６日開催の北空知看護研修会

において『在宅での生活の支え方を考える』をテーマとし専門職

の講演と具体的なケースの報告を従来の情報提供とし、研修会か

ら見えた課題・意見をケア・カフェ形式で会話しながら理解を深

めることとしました。また引き続きオンラインとしました 

○北空知看護研修会の経緯としては、稚内は北空知管内と同じく、

基幹病院が稚内市立病院１つであり、社会資源も多くないことか

ら、同様の悩みや困難さがあると感じているのではと考えて依頼 

訪問看護の役割、できることを知ってもらうこと、在宅での生

活支援を学ぶこと、連携において必要なことを考えることを目的

としました。研修会には 103名の申込があり、うち保健師を含む

看護職が 6割、その他地域の医療保健福祉職に多く参加しました 

○今回のケア・カフェの話題提供の内容としては、上記の研修会に

おける「チームで支える在宅ケア みんなが一歩前」というテーマ

で、稚内訪問看護ステーション古川所長の講義を受けこれを元に

グループワークで課題をさらに深めることとしました 

○末期や認知症の事例から、最後まで自宅で過ごしたいという気持

ちに寄り添う意思決定支援についての話や、利用者のために共通

認識を持ちながら互いに気持ちよい連携ができるよう心がけて

いるとの話しがありました 

○実践報告では、訪問看護ステーションいしずえから本人の辛さを

共感的に受け止め、利用者の思いに寄り添う支援についての報告

や、保健所からは、人工呼吸機を装着して在宅療養されている方

について支援者が諦めることなく、本人と妻の意向を丁寧に聞

き、今ある資源で意向を叶えられる方法を探ることができたとい

う報告があり、本人の意思決定支援や連携の重要さについて考え

る機会となったことが報告されました 

開会挨拶は、 

深川市市民福祉部高齢者支援課の 

北垣課長（運営会議座長）です。 

今回の話題提供は 9/26に開催された北空知看

護研修会での講演と事例報告を受けて意思決定

支援についてグループワークで掘り下げる２部

構成としました 
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～アンケートから～ 

 

・思ったよりも構えることなく参加すること

ができた。様々な地域で職種の方のお話が

聞けて、とても参考になりました。 

・支援するうえで難しいと感じていることな

ど情報交換はできましたが、時間が足りな

かったです 

・時間が短く、深い内容になる前に終わって

しまい残念でした 

・同じグループに医師がいて、考え方を聞け

たのはよかった 

・職種によって、視点も違い色々な思いもあ

るように感じた。 

・意思決定支援やバイタルリンクなど今後活

用して、利用者さんが独居になっても住み

慣れた地域で過ごしやすいように、支えら

れ、考えてあげられる事は大切だと思いま

した。 

・業務上の悩みを共感していただき、励みに

なったため 

・和気あいあいと話ができました 

Chat１・２では５～７人

のグループに分割し

ました。 

Chat１が事務局の設

定ミスで２０分の予定

が半分の１０分で終

了してしました。 

スミマセン…。 

今回のカフェマスターは訪問看護ステーション

いしずえ所長の疋田さんが担当していただきま

した。 

お忙しい中ありがとうございました！！ 
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～グループワークから～ 

・利用者、家族の気持ちに寄り添っていくこ

とは基本的なことだが難しい 

・意思決定支援は、本人の思いと家族の思い

が正反対なこともあり、難しい。関係性の

構築ができていないと聞きづらい 

・高齢男性の無気力さ、男性の社会参加が少

ない。リハビリをするにも目標がなくうま

く進まない 

・男性でも何を食べようか考え、買い物に行

くことが生きがい、楽しみと言う人もいる 

・お金がない、支える支援者がいない方の自

己決定支援が難しい 

～参加者の声から～ 

・利用者本人の本当のニーズを実現するため

に、自分が支援を行っていく中で今後の利

用者さんとの関わり方や信頼関係の作り方

を改めて考える時間になりました。”正解

がない”難しい問題ですが、様々な職種で

連携ができていければより良い在宅生活を

支える一つになれるのかなと思いました 

 

・ｚｏｏｍで実施するのはやりとりなどが難

しいのではないかと思う。もしやるなら対

面で実施したらよいのではないか。 

・参加メンバーが固定化されており、日頃の

悩みはケアカフェでなくても相談できてい

るので、無理に実施せず、他の部会でもた

くさん研修があるので、頻度を減らしてい

いのではないか 
 

・（今後聞いてみたい話） 

法定後見制度・成年後見人について 

保証人を立てられない方の支援方法や対応法 

地域の医師の地域連携や在宅療養について 

ACPについて 

実際に身内に介護が必要な状況になった時にど

こに相談したらいいのか、漠然とした介護家族

側の不安感についてのお話が出ていました 

妹背牛町地域包括支援グループ末岡さん 

残った薬を持参される患者様が多い。どうや

って薬を減らしていくか。お薬カレンダーで

の管理を提案しているのが実情 

ナカジマ薬局大村さん 

マンパワー不足は否めないが在宅の本人や家

族のニーズをしっかりつかむことが大事。市

立病院では月 1回総合診療科を開設している

ので是非ご相談を 

深川市立病院院長新居さん 
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・医療・介護サービスガイドの更新のほ
か、「きたそらりんく」の運用開始、研修
会等の開催報告など、ホームージを１８
回（件）更新しました。

m_murata
画像
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司会進行は深川市高齢者支援

課の北垣課長 

１６０名を超える参

加があり満員状態と

なりました

北空知の取組を紹介する

村田事務局長 

在宅医療・介護を考える北空知地域住民フォーラム in深川の開催報告 

～ いずれはみんなに訪れる人生の最期 どう迎えたいですか？ どう送りたいですか？ ～ 

・日 時 令和６年１１月１０日（日）１０：００～１２：００ 

・場 所 深川市 経済センター ３階多目的ホール 

・参加者 １６１名 （深川市１３５名、妹背牛町８名、秩父別町５名、北竜町４名、沼田町２名、

その他７名 うち一般１２１名、支援関係者４０名） 

・目 的 北空知地域の住民の方に在宅医療や介護、地域での支え合いについて考えてもらう地域啓

発の場とする 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

齋藤小部会長挨拶 

・事前申込者は１４８名でしたが、深川市を中心

に、当日の参加者は１６１名と当初の目標の１２

０名を大幅に上回る参加者数となりました。 

・例年、早くから来場された方に、「ライスパワー

体操」のビデオを放映し、介護予防体操を紹介し

ていますが、今年は充分に浸透している地域であ

ることからビデオ放送の実施はしませんでした。 

・司会進行は、開催地の深川市高齢者支援課 北垣

課長です。 

・開催にあたって、深川市の宮森副市長から歓迎の

開会挨拶をいただきました。 

・北空知地域の在宅医療・介護の取組では、北空知

地域医療介護連携支援センターの村田事務局長

と深川市立病院訪問看護ステーションみのりの

立花管理者のお二人からお話しいただきました。 

 

・村田事務局長からは「自宅で安心して暮らすため

に～チーム北空知の取組」と題し、北空知の医療

と介護は、人や資源に限りがあり、全てのサービ

スを提供できるわけではないため、関係者が知恵

と力を集めて連携し不足分をカバーしようとし

ている取り組みの紹介がありました。 

 

・そして事業所同士だけでなく地域住民の助けあ

いや、困った時の相談先の紹介、そして緊急時の

備えを普段からしていくことの大切さについて

説明がありました。 

 

・介護予防や健康づくり、病気や介護を必要になっ

た時の対応など、住民の皆さんに考えてほしいこ

と、やってほしいことを協議会発行のパンフレッ

ト「住み慣れたまちで安心して暮らすために」の

内容を中心にお話をいただきました。 

 

・北空知地域は過疎地でも一定の介護・医療施設が

あり大きな災害などがなく暮らしやすい地域で

はとのお話もありました。 
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訪問看護の事例を

紹介する立花さん 

講演する司法書士法人福村事務所 

福村 雄一 氏 

近隣駐車場も借りて対応。近い場所から

満車状態になりましたがなんとか収容 

患者・利用者を多職

種連携で住み慣れ

た地域過ごせるよう

支援します 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

・続いて、立花管理者からは、訪問看護の活動を２つ

の事例から紹介をいただきました。 

・１例目は、100代女性で心不全を患いながら孫と二

人暮らしすることとして在宅酸素療法を用いなが

ら退院した事例です。退院時には住宅環境や介護

サービスと併せ訪問看護を利用することで在宅生

活を支えるサポートを実施しました。 

数日後、お孫さんに見守られながら最後を穏や

かに自宅で過ごすことができました。 

・２例目は、70 代女性でひとり暮らし。近くに娘さ

んが住んでおり、がん終末期緩和ケアを行いなが

ら、痛みのコントロール後、本人の強い希望で退院

した事例です。多職種によるサービスを受けなが

ら、食べたいと本人が言っていた餃子を食べるな

ど、自宅での食事を楽しんでいました。薬剤で痛み

のコントロールをしながら経過をみていたがすこ

しずつ体調が変化し辛そうな表情がみられる様に

なり娘さんから不安が出てきて入院。数日後家族

に見守られながら永眠されました。 

数週間後、心が折れそうな時もアドバイスをも

らえたことなど娘さんから感謝の言葉がありまし

た。 

・立花管理者からは、住み慣れた地域や自宅で支える

体制を整えているので是非訪問看護を利用してい

ただきたいとの説明がありました。 
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福村氏の話術に時折起こる笑

いと、頷きながらもメモをとる姿

も見られた参加者の皆さん。 

 

遺言とは「言葉を遺す」こと 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・福村氏の講演は、「終活と切っても切れないお金

の話」というテーマで、人生の最終段階に向けた

準備についてのお話がありました。 

 

・「終活とは終わりではなく未来を作ること」「終活

は家族や大切な人とをつなぎなおす時間」をゴー

ルとして、「お金（財産）の人生会議」「相続」「遺

言書の必要性」「法改正による新制度」に絞った

講話がありました。 

・北空知地域にも司法書士事務所は数名いるので

アクセスして終活に役立てていただきたい 

 

・人生会議（ACP＝アドバンスケアプランニング）

とは、最終段階に向けて自分が受けたい医療や介

護について、大切な人と話し合うこと。多くの人

が希望はあるけれど実際に家族と話し合ってい

ない。事前に準備をすることで、後悔を減らすこ

とができる。 

自身の経験から大切にしてくれた祖父に合う

頻度が少なくなり、大事なこと（血液型！）を伝

えられなかったことが悔やまれる。 

 

・相続は、亡くなった後も財産との関わりが続く重

要なテーマ。相続手続きには、葬儀や名義変更、

インフラの名義切り替えなどが含まれる。知って

おきたい３つのこととして、１つ目は、将来相続

が発生した場合に財産がどれだけあるのか。２つ

目は、誰が相続人になるのか。３つ目は、相続分

がどれぐらいあるのかということ。 

・相続あるあるとして、腹違いの兄弟姉妹など相続

権のある親族を把握できていないこと。 

 

・遺言書は財産の多い人だけでなく、誰にでも必

要。残された家族のためだけでなく自分の人生を

立ち止まって考えるきっかけ。若いうちから下書

きすることをオススメする。 

 

・終活のキッカケとしては、罰則規定有りで令和６

年度より相続登記が義務化された。 

 

非常にわかりやすく、またテンポよく紹介がされ

参加者にとっては自分や家族の人生の最後につ

いて考える機会となりました。 
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それぞれの質問に端的に

回答いただきました 

意見交換ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの和田さん 

福村氏へ質問する参加者 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「人生の最期をどう迎えたいですか？どう送り

たいですか？」をテーマに行われた意見交換は、

２名の質問のみで（会場借り上げ）制限時間とな

り意見交換までには至りませんでした。 

 

・福村氏からは、遺言と遺留分の違いや相続を知

り得ないときはどうするか、など具体的な疑問

にそれぞれ的確な回答がありました。 

〇参加者アンケートから 
 

・講師の方がわかりやすく、大きな声で伝えていただきました。とても参考になりました。言葉を遺す。残さ

れた家族のために、笑えない話しを笑って話せるうちに！実践したいです。ありがとうございました 

・必ずやって来る未来の話しを専門家に聞かせてもらえて参考になった 

・ユーモアを交えて、解り易くお話頂きとても良かったです！ 

・遺言書の「下書き」から始めてみようと思いました 

・将来の不安が減りました。講演がすばらしかったです 

・自分はどういう治療、又は介護を希望するか、家族と話し合ってみたいと思った 

・２０年も深川に住んでいるので住みやすい地域だったと思いたい 

力になれることがあれば参加もしてみたい 

・いろいろお世話になっています。介護を支えてくださるみなさんいつもありがとうございます 

来年度の開催内容は現在未定ですが、担当部会で鋭意検討中です。 
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